20111113　1部礼拝

人生のターニングポイント(ルカ5:1-11)
神様は私たち人をとても愛しておられ、私たちが勝利の人生になるよう祝福されます。ましてや、神様の愛によって救われたクリスチャンの私たちが勝利の人生を歩むように願っておられるのは言うまでもないでしょう。勝利の人生と祝福するために神様は一人一人に人生のターニングポイントを必ず与えられ、設けられました。日本語では転換点とも言えるでしょう。今日の聖書にはそのように今までの人生からターニングポイントをとおしてＵターンして神様が用意していらっしゃる新しい勝利の祝福の人生を歩み出した人についての話が記されています。それは今日の聖書に出ているペテロに限っているものではありません。聖書にはそのような証拠がたくさん書いてあります。神様は私たちに勝利の人生を歩んでもらいたいと必ず祝福を与えられます。その祝福のスタートのターニングポイントというものがあります。今日の聖書を見るとイエスさまがペテロの船を借りて少し陸から離れて群衆に福音を、神様のみことばを教えられました。それが終わったあと、ペテロに言います。「深いところに行って網を下ろして魚を捕りなさい」と言いました。その時間帯が夜明け頃でした。そのときに、今まで小さいときからその辺でずっと魚を捕って職業にしていたプロのペテロが「私たちは夜通し働いて魚を捕ろうとしましたけれども一匹も捕ることはできませんでした」と言います。というのは、そこは夜、魚がとれる場所だという意味です。だから、今さら、特に夜が明けて明るいところで深いところに行くというのは、普通、それは常識には合わない話です。けれども、「おことばどおり網を下ろしてみましょう」と答えます。たぶん、ペテロも網を洗いながらイエスさまの話などを聞いていたと思います。それで、イエスさまのおことばを断ることができない、無視することができない力、雰囲気があったと思います。それで深いところに行って何の期待もしないで「おことばどおり一回やってみましょう」ということで網を下ろした結果、あとで２つの船に捕った魚を載せると船が沈みそうになるぐらいたくさん魚を捕るようになりました。ペテロの今までの常識や、自分の知識や経験などは全部覆されるような出来事でした。そこで、ペテロは一晩中働いたのですが魚は捕れませんでした。「残念だったけれども、おことばどおりやったら魚がいっぱい捕れて良かった。今日も助かった。これを売り出しておいしいごちそうを買おう」とは思いませんでした。そのような余裕もありません。漁師が一晩中仕事をして魚が捕れませんでした。そこへ今、魚がいっぱい捕れるようになりました。それにもかかわらずペテロの反応は違います。それで8節を見ると、これを見たシモン・ペテロは魚がいっぱい捕れてよかったと喜んでいないで、イエスさまの足元にひれ伏して「主よ。私のような者から離れてください。私は罪深い人間です」という反応を見せます。そのときにイエスさまが「怖がらなくても良い。これからのち、あなたは今までのような人生ではなくて、人を捕る、人間を捕る人生をこれからは歩むようになるだろう」とおっしゃいました。人生が変わりました。ターニングポイントがここにありました。今までの人生とは全然違う人生を歩み始めるようになりました。私たちにはこのようなターニングポイントが必ず必要です。また必ずやってくるようになります。そして、このようターニングポイントに立たないといけません。今までの人生どおり、そのまま進んで行ってはいけません。神様は勝利の祝福の人生を用意して、そこを歩んでもらうために私たちを曲げるのです。それをターニングポイントと言います。今日の礼拝がみなさんの人生のターニングポイントになることを祈りたいと思います。ペテロは魚がたくさん捕れたにもかかわらず、魚にこだわったり、魚云々しないで、何もかも全部捨ててイエスに従ったと言われています。新しい人生がペテロに始まるようになりました。私たちにも神様がこのようなターニングポイントを設けられ、本当の祝福の人生、本当の新しい人生を歩んでもらうことを願っていらっしゃいます。その人生のターニングポイントはいつなのか、どんなときにそのようなターニングポイントを迎えることができるのかを今日の聖書を中心にして考えていきたいと思います。
1． イエスがキリストと発見されたとき
それは、まず私たちにやって来られた、あるいは私たちが今信じている、私たちが聞いていたイエスさまがキリストであるということが発見できたときにその人の人生は変わります。そこがターニングポイントです。今まで歩いてきた人生、イエスさまと出会ったそこに人生が変わるターニングポイントがあります。それから、イエスさまを信じると言いながら、教会に今まで通っていた方々でも、そのイエスが本当にキリストだったのだということが発見できたそのときに変わるようになります。ターニングポイントなのです。ペテロのようにみなさんが聞いていて、口からその名前を言っているかもしれません。あるいはみなさんが心の中で信じているかもしれません。あるいは信じていないかもしれません。そのイエスさまがキリストだった、キリストであるということを、ぜひ発見する祝福を祈りたいと思います。神様は私たちにそのような祝福を与えられます。それは神様の恵みです。そこに気づいたときにこそ私たちは人生がＵターンできるようになります。ターニングポイントはそこにあります。世の中の人は何かの小説を見ながら、あるいは何かの事件をとおして、「それが人生のターニングポイントでした」といろいろ言います。それなりに意味があると思います。でも本当の人生のターニングポイントはそういうところにあるものではありません。イエスさまが本当にキリストだったということに目が開かられて、発見できたときにペテロが夜通し、自分の常識や経験、自分の知識などとはまったく正反対に反するイエスさまのおことばに従って網を下ろした結果、自分のすべてが覆されるようなできごとを見ました。
1） これを見たシモン・ペテロは
　魚がたくさん捕れたというのが問題ではなくて、ペテロがこれを見てと書いてあります。今、イエスさまの教えなのか、伝え聞いたのかわかりませんが、何か聞いていたと思います。噂もたぶん聞いていたでしょう。他の聖書を見ると兄弟に案内されてイエスさまの方に行ったという記録もあります。でも、そのときはまだイエスに従っていなかったと思います。いろいろなことがある中で常識を破って、魚がたくさん捕れたということを見ながらそれを見て、魚を見たのではなく、このイエスは本当にキリストだったということがわかりました。それがこれを見たシモン・ペテロという意味です。今、魚が問題ではありません。病気が治った、治らなかったということが問題ではありません。イエスが本当にキリストだったのです。「そうかな。そういう噂はあるけれども」という程度だったと思うのです。それでは人生は変わりません。みなさんに祝福の勝利の人生を用意していらっしゃいます。ターニングポイントが問題です。ぜひ、そのターニングポイントがありますので迎えるようにしましょう。イエスがキリストだとわかり発見し告白するときです。今、ペテロがこれを見てと言われているのは、ペテロはイスラエル、ユダヤ人です。ユダヤ人は人が創世記3章以来、神様に罪を犯して神様を離れたあと罪の滅びの運命の力に捕らわれて滅びるしかない人生になり、それから、旧約の歴史がずっと流れるようになりました。そこで神様はイスラエルの民を選んでイスラエルの民のためにいろいろなことをなさいました。それがユダヤ人のみなはよくわかっています。それで、ときには律法を与えられました。神様のみことばを与えられたのです。にもかかわらず、そのみことばを守ることもできないし、だめだったというのが旧約の歴史です。ときには神様が王様を立てて民を治めたり、祭司を立てて民の罪の問題を解決してみたり、預言者を立てることによって偶像崇拝に走り神から離れている民に神様のみことばを与えたりしてきたにもかかわらず、イスラエルの民はだめだったというのが旧約の歴史です。そして、あるときは神様がむちを持ってイスラエルの民を治めていました。つまり、捕虜にしてしまいました。そのように苦しみを与えることもして、ときには慰めを持って捕虜から帰還させる、回復の神様のわざによってイスラエルを慰め、イスラエルの民に神様が働いていらっしゃいました。それが旧約の歴史です。それにもかかわらずイスラエルの民にはだめで、希望が無かったのです。それで終わるのが旧約の聖書のマラキ書です。それから、400年くらいまったく神の啓示のない暗黒の時期がずっと続いています。そのような状況の中で今、ペテロ、イスラエルの民がそこで何を望んでいるのでしょうか。律法でもだめです。王様が起こされても、捕虜から帰還しても、何をしても結局はだめです。私たちには希望がまったくありません。しかも、今はローマの植民地になっています。何がなんでも良いことも悪いことがあっても結局は希望になりません。私たちには希望がありません。
2） メシヤ待望思想
　ですから、創世記3章15節からずっと預言されてきたインマヌエルと言われている小羊の過越の祭りをとおして預言されていた救い主、メシヤ、このメシヤが来られるしかない、メシヤしか希望がない、これをメシヤ待望思想と言います。今、ペテロが生きているこの時代はイスラエルのユダヤ人がローマの植民地になっていて、今までのイスラエルの歴史を背景にして生きています。それがどのような意味なのかよく覚えてください。こっちに行ってもあっちに行っても、これをしてもあれをしても、これがあってもあれがあっても、結局は希望にならなかったのです。私たちの希望、人生の希望は女の子孫と言われていた、神が送られると約束していたメシヤ、キリスト以外には希望がないということがユダヤ人の思想になっていました。だから、当時ユダヤ人であればその内容が間違っているのが問題であって、だれもがメシヤを待ち望んでいました。しかも、今ローマの植民地という苦しい状況なのでメシヤしかありません。メシヤしか希望はありません。「メシヤ、早く来てください。メシヤ、キリスト」そのメシヤがキリストなのです。
３）唯一なる希望
　ペテロがイエスさまのおっしゃること、そのとおりにやって常識を破って魚がいっぱい捕れたのを見て、「このイエスこそ私たちが待ち望んでいた唯一の希望、唯一の光、そのメシヤ、キリストだったのだね」と思いました。魚がたくさん捕れたのを見たというのはそういう意味です。何を見たのでしょうか。魚を見たのではありません。イスラエルの人は今メシヤ以外には希望がありません。今も植民地で全部、滅びている状態です。何にもありません。メシヤしか希望を託すところがありません。そこにのみ希望を託していました。そのメシヤが来たのですが、希望はキリストしかないのですが、そのキリストが目の前にいるさっき魚を捕りなさいとおっしゃったあのイエスがキリストでメシヤなのだと発見できたことによって、ペテロは人生のターニングポイントを迎えるようになります。今まではどのような人生だったのか。でもこれからはイエスさまがおっしゃる新しい勝利の人生、世の中の人が真似できない人生を始めるようになりました。救われたというのはもちろんです。ペテロにさっき「船をちょっと貸して」とおっしゃったイエスが、「船から群衆に向かっていろいろな聖書の言葉を教えていらっしゃったそのイエス、私たちと同じ人間のかたちをとって、ナザレ出身、大工の息子という噂もあり、人間かなと思っていたイエスが、本当は待ちに待っていた、望んでいたメシヤ、キリストだった。ここに希望あり」と発見できました。

４）すべての問題の解決
　言葉を換えますと今までの暗やみやすべての絶望、飢え渇きはもうこれですっきり終わりだということです。イエスがキリストだからです。目の前に来ている、私の船に一緒に乗っているこのイエスがキリストだったとびっくりしました。計画停電の時に外に出てみると、非常電源などはついていたのですが、本当に今まで経験したことのない真っ暗でした。でも、本物の真っ暗は非常電源もない、月の光も雲に隠れている状況です。本当に1歩、2歩の目の前も見えないような真っ暗さを想像してみてください。そのような状況でした。そこで光であり、希望であるイエスがキリストであり、希望であることがわかったとしましょう。そのような気持ちです。イエスがキリストです。唯一の希望であり、またイエスがすべての問題の解決です。
５）永遠なる希望

　しかも永遠なる希望でもあります。イエスさまがそのようなキリストだということが発見できたときに、私たちもどこか海に行って網を下ろして魚が捕れることを見てわかることではありません。あらゆることをとおして、特にみことばをとおして、今、聖霊様の働きをとおして神様は私たちにそれを発見させていらっしゃいます。それでなければ、たとえば教会に30年通っていたとしてもターニングポイントを迎えることはなかなか難しいでしょう。だから、今までの人生がそのままずっと続きます。引きずるのです。引きずらないでターニングポイントを迎えて新しい人生を歩んでいただきたいと願います。それが神の愛であり、神の願いです。いつでしょうか。イエスに集中してください。イエスがキリストです。それが発見で生きるように。もしも、それがどういう意味なのかわからない方々は旧約の時と違って今は必ずわかるようになりますのでお祈りしてください。イエスさまはキリストです。唯一の希望です。
２．イエスの足元にひれ伏して
そして、ペテロはイエスがキリストだと発見できたときに、魚にこだわらないでそのイエスの前にひれ伏したと書いてあります。これがターニングポイントです。みなさんが聞いていたイエス、今日初めて聞くかもしれませんが、今までたくさん聞いて祈りの最後にイエスさまの御名によって祈りますと唱えていたイエスが、本当に自分のキリストだということがわかったときに、これは強制でも、無理やりでも、形式でもありません。自然に当たり前に他の何かにこだわる前に、何もかも全部後にして真っ先にイエスの前にひざまずくようになります。人生のターニングポイントはイエスの前にひざまずくそのときなのです。いつイエスの前にひざまずくようになるのでしょうか。イエスがキリストだということが発見できたときです。
1） 私は罪深い人間ですから
　それでペテロはイエスの前にひざまずいて、「私は罪深い人間です」と告白しました。イエスがキリストだとわっかたときの一番、最初の反応なのです。それは「私のような人間からもう離れてください。本当に離れてさようならしたいです」という意味があります。あなたがどういう方なのかわかりましたと言うことでしょう。
２）自分のすべてが崩れて
イエスの前にひざまずいて「私は罪人です。私のような者から離れてください」というのは言葉を換えますと、今までの人間ペテロの自分自身、人生すべてが全部崩れることです。これがイエスの前にひざまずくということです。みなさん、イエスの前にひざまずいていらっしゃるのでしょうか。イエスの前にひざまずいたとき、経験があるのでしょうか。
３）間違っている人生を認め
イエスさまの前にひざまずくというのは「私は罪人です。私から離れてください」と言うしかない、つまり、今までの自分の人生を全否定することです。「そんなのはいやだ」と思うかもしれません。でも、それがイエスの前にひざまずくということなのです。そのときに人生は変わります。そこがターニングポイントです。もしかして、クリスチャンになってからでも何かがぐじゃぐじゃする方は、まだターニングポイントを迎えていないのかもしれません。みなさんが信じているイエスさまは他の宗教の教祖みたいな、あるいはご利益を願ってお願いする対象になるような方ではありません。私たちの常識やすべてをひっくり返す神様ご自身であり、そして、私たちの問題、罪を解決するために神様が約束された唯一の希望、キリストなのです。悪魔の頭を踏み砕いて、私たちの人生を捕えている運命の地獄の力を完全に打ち破って私たちをそこから引き上げて自由にさせるキリストです。他の何ものにも比べることができない唯一の希望、キリストです。それが発見できて本当に認められるのであれば、私たちは今まで頑張ったのか、悪かったのか、知識があるかどうか、貧しいか金持ちなのか、社会的なレベルがどうなのか、肌色がどんな色なのかなどが、すべて無視してイエスの前にひざまずくようになります。「あなたは私の救い主です。私は罪人です。私から離れてください」という告白はイエスがキリストだということがわかったことなので、自分自身が考えたときに、また、まわり、世の中がどう評価するに関係なく、自分の人生を全否定することです。そのようにひざまずいたことはあるのでしょうか。イエスがキリストであるがゆえに、そうならざるをえないし、そうなれるのです。今まで、いろいろなものに頼り、いろいろなものを自慢していた人生が、本当にイエスさまと出会って、そのイエスがキリストだとわかったときに、そのすべてがちりあくたのようなものだと告白しました。これがイエスをキリストとして発見した人の反応です。正しいかどうかよくわかりません。ただ、私がわかっているのはイエスの前にイエスしか見えない、自分のすべてを「私は罪人です」と全否定しながら「イエスさま。私にはあなたが必要です。今までの人生、このままではだめなのです。今までの人生が間違っていました」ということを素直に認めるというのがイエスの前にひざまずくということです。
4） イエスを救い主、主人として
　その結果、「離れてください」と言っているのに、そうではなくてイエスを自分の救い主として受け入れるようになり、また自分の人生の主人として迎え入れるようになります。それがイエスの前にひざまずくということです。ペテロはそのようにイエスの前にひざまずいて告白しました。ここがペテロの人生のターニングポイントだったのです。イエスさまを信じると言いながらもイエスさまの前にまだひざまずいていない、ひれ伏していないのです。何かまだ強く固く首を立てて突っ込んでいます。自分の中に。私たち人生の中に。根本的に自分の人生は方向を間違っていました。根本的に私は罪人でした。どうしようもないのにこれに希望を託して、あれに未練を持って、これをやればいい、あればいい、あれが好き、あれば正しい正しくない、それが全部間違っていました。それがイエスの前にひれ伏すということです。イエスがキリストであるというのは私たちがキリストでないと助かることができない罪深い者だという裏返しではないでしょうか。イエスの前に何もかも理由はありません。ひざまずくのです。全否定して。そうするとイエスさまが「そうでしょう。だからもう出てきなさい」というわけではありません。
３．イエスさまから新しい人生を
　そのときに、そこをターニングポイントにしてイエスさまはイエスがキリストだと発見して、それを根拠にしてイエスの前に本当に人生そのものを持ってひざまずいたその人に向かっておっしゃいます。
１）人間をとるようになる
「怖がらなくてもよい。今まではそうだったでしょうが、これからのち、あなたは人間を捕るようになる」とイエスさまが新しい人生を開けてくださいます。イエスさまが新しい人生を命じられます。それでこれをターニングポイントにして新しい人生を始めるようになります。これからのち、今までは魚を捕ってそれに人生を懸けて生きたでしょう。またそれを生きがいにして頑張っていたかもしれません。なぜ魚をいっぱい捕ったのか、それを捕って、生計を立てて家族を養い、学費も出して、頑張ればもう少し良い２ＬＤＫから３ＬＤＫに移れるということを希望にしながら、楽しみにしつつ生きてきたでしょう。これからのちは、そのような人生は終わりました。人を捕る漁師になる。これがターニングポイントです。

２）人生を生きる新しい理由
　人生を生きる理由が新しくなります。今までもっていた生きる理由、それが全部捨てられ、ひっくりかえされてイエスさまから新しい人生の理由が与えられます。
３）主業と副業の区分
　その結果、ターニングポイントを迎えた人の新しい人生は主業、副業をきちんと区別するようになります。今まで主業だったものが全部、副業に変わります。今までは学生は勉強が主業だったでしょう。主婦は家庭で子どもを育て家事をするのが主業だったでしょう。男の人は会社に行って仕事をする、その仕事がサラリーマンだったらサラリーマンが主業、商売をする人は商売をするのが主業、事業をやる人はその事業が、政治家は政治家が、お医者さんはお医者さんが、それが大統領なら大統領が、軍人は軍人、それがメインのジョブ、主業だったでしょう。それがそのような人生からＵターンしてターニングポイントを迎えて、その仕事を捨てるわけではありません。ときには捨てることもあるでしょうが、それが主業の位置から副業の方に降りてきて、人を捕る、人のたましいを助ける唯一の希望キリストを伝えて、人が滅びの運命から罪から助かること、福音宣教という主業、メインジョブが与えられます。それがメインになります。それを新しい人生と言います。そのような新しい人生を歩むために私たちにターニングポイントがあるわけです。ターニングポイントは今まで病気だった人が健康に生きるという意味ではありません。今までは魚を捕ること、それに絡んでいるものを生きがいに生きてきたでしょう。これからはあなたの生きがいはちがいます。人を捕ること、福音宣教、永遠に報われ、空に星のように永遠に輝くようになる一番尊い福音宣教、それをメインにして生きる人生にＵターンしなさい。教会に通う人ではなくて伝道者としてこれからの人生はあります。これこそ勝利の人生、これこそ人間が生きるべき唯一の道なのです。だれでも、世の中にいる地球が終わるまでは伝道のために生きるべきです。それに生きがいを持って生きるのが普通の人間の在り方なのですが、罪人にはできないしクリスチャンになったというのはそれにＵターンできるターニングポイントを迎えたはずなのに、まだまだターニングポイントを来ていない。だからクリスチャンでもクリスチャンのみ唯一、人間らしい生き方が許されているのに、クリスチャンでありながらも、そこに突入しようとする人はほとんどいません。ですから、まだまだターニングポイントを迎えていないのです。神様はあらゆることをとおして私たちが信じているイエスさまが本当にキリストであると示されるので、本当にキリストであると認めるならばそのイエスの前にひざまずいて私の野望、欲望、希望、自分の知識や経験、全部下して、「私は罪人です」と全否定してみてください。それは悪いことではありません。今までの人生そのものを否定してみてください。イエスがキリストであれば。イエスがキリストであること、そのキリストであるイエスに出会うことなしで生きてきたその人生が正しい、そこで頑固に何かつかんで離さないで主張するような、威張るようなものがありうるのでしょうか。それ自体が論理的に合いません。だから、クリスチャンのでありながらも、ごじゃごじゃするのです。それが今まで大事だったのか、あるいは大きかったのか小さかったのかどうかわかりませんが、全否定してください。なぜでしょうか。イエスがキリストでしょうか。まだイエスがキリストだと信じられない方には不可能で、無理やりにやるようなことではないです。でも、信じるか信じないかにかかわらず、みなさんが告白して信じているイエスさまはキリストなのです。唯一の希望キリストです。そこにすべてあるキリストです。それで、そのイエスの前に私たちは自分の人生を下ろしてひざまずくようになるしかないのではないでしょうか。そのときにターニングポイントを迎えるようになります。生きる期間は決まっています。ターニングポイントを迎えて、新しい人生を歩むべきなのに時間が流れれば流れるほど、どんどん縮まり短くなります。ある人はクリスチャンでありながらも死ぬ時までターニングポイントに立つことがないまま死を迎えて、恥ずかしい救いのまま天国へ行くことがあります。もちろん、イエスさまを信じると天国へ行きます。天国へ行くために今生きているわけではありません。それはもう保証されています。過去ももう終わりました。今ここに生きている理由は伝道のためです。どんな仕事なのか、年が何歳なのか、どこの地域に住んでいるのか、どこの民族、国の人なのかなどと関係なく、イエスがキリストであるとわかっている者はその伝道者としての新しい人生、最高の祝福、最高の勝利の人生が用意されています。ただ、Ｕターンしないで、それでも私の目には子どもです、私の目には事業です、学者になることです、私のメインは政治家です、私のメインはこの才能を持って芸術の方面でトップに立つことですと、もちろん神様はそれに祝福を与えられるでしょうけれども、それがメインでいてはいけません。それは副業です。極端に言うと、メインがはっきりしないとちりあくたのようなものです。もっと極端に言うとメインのためにはどうなっても構わないものでないといけません。それがターニングポイントです。「神様、これからは福音宣教のために残りの生涯を生きていきます」どのように伝道するかは別に「私は何をしてもどこにいても生きる理由、目標は福音宣教です」それが祝福です。なぜ人生を生きる理由を持ってスタートできないのでしょうか。何がそんなによいものがあるのでしょうか。何にそれほど未練を持っているのでしょうか。それは言葉を逆にたどっていきますと、イエスがキリストですと言う告白がまだできていないからかもしれません。早く発見するようにしてください。他に私たちが未練を持って握るような価値あるものは何一つありません。イエスがキリストだということ以外には。その新しい人生を感謝しながら、多分ペテロは別に漁師の仕事は不況で赤字続きだったから良かったという意味ではないと思います。仕事をしながら、それなりに業績もあったかもしれません。でも、本当の生きがいや、本当の生きる理由について何か思っていたかもしれません。これが人生なのかと。前にもお話したように、社長は高級車に乗っていくから別のレベルでしょうが、サラリーマンがぎゅうぎゅう詰めの、すし詰めみたいな電車に毎朝乗って、他の人の汗臭さにまみれ通勤する。その理由が30万、40万の給料をもらうためになのです。もらわないと生計を立てていけないからです。もちろん、それは悪くはありません。でも、本当に吟味してじっくり考えてみると悲しくないでしょうか。それが人生なのでしょうか。ある人は小さいときからの傷なのかわかりませんが、子どもに愛情よりは執着のようなものによって「うちの子どもを芸能人に。うちの子どもをトップにしないと」と、それに人生を懸け、まわりから立派だと言われるかもしれませんが本当に冷静に考えると悲しくないのでしょうか。人生とは子どもをトップにするためにあるものでしょうか。私たちの人生は動物でもない神のかたちである人間の人生はそんなにちっぽけなものでしょうか。だからといって年収3億円となればそれで良いと言えるのでしょうか。3億円のために人生があるものでしょうか。そういうことです。ターニングポイントを迎えて人生を変えないといけません。お金を持っていても持たなくても、どんな仕事なのか、上なのか下なのかなどに関係なく、私は生きる理由が違います。「人を捕る漁師、福音宣教のために生きていきます。他は全部道具に過ぎないものです。それしか世の中に希望はないし、本当に見て価値あるものはそれしかありません」という告白がなぜできないのでしょうか。イエスの前にまだひざまずいていないからです。
４）何もかも捨てて
それでなんの未練もない、行くべき本来の自分の人生を発見したという喜びがあふれていたので、何もかも全部捨てて、イエスに従い、「何も未練ありません。私は伝道のために生きていきます」つまり、何もかも捨てたというのは今すぐに家出をするとか、辞表を出しなさいと言う意味ではありません。でも、「私が伝道のために生きていきます」という理由、人生の足を引っ張ることができるものは何一つ自分の中に、自分の人生には存在しないという結論です。だれかがまた倒しても伝道のために倒れます。だれかが私を起こしても伝道のために起きます。伝道を奪い取ることができるものは存在しないというのが、何もかも捨てたということです。なぜこれが変わらないのでしょうか。だからＵターンするとすぐに上からお金が注がれるという期待を持っているかもしれませんが、そうでもそうでなくても構わないのです。私たちは知らなくて良いものです。オンリー地の果てにまで私の証人になると言われました。
結論
みなさん、なぜ生きているのでしょうか。伝道をどれぐらい熱心にやるかどうかの前の問題です。旦那さんのために、奥さんのために、子どものために、家族のために、仕事のために、自分の才能のために生きていらっしゃるのでしょうか。ターニングポイントを迎えるように。イエスはキリストです。それらのところには希望はありません。イエスの前にひざまずいて全否定し、全部下してみてください。そうするとイエスさまがおっしゃいます。「これから、あなたはわたしが責任を持つ。わたしと同じ仕事をしよう」と。「今までのそういうことではなくて、わたしと同じ仕事、わたしと手を組んで一緒に最高の仕事をやろうじゃないか」とおっしゃるのです。そのターニングポイントです。ぜひ、みなさん、迎えるようにしていただきたいと思います。そのときから次元の、レベルの違う人生が始まります。初代教会にあったように、福音書の最後に書いてあるように、天の御座に座っているイエスさまが彼らとともにいてしるしと奇跡を持って彼らとともに歩いていらっしゃった、悪霊を追い出し病人に手を置けば病気が治り、新しい言葉を語るようになる、そのとおりになります。世の終わりまであなたがたとともにおられます。どこにいても神様がこれほどきちんと用意することができるかと驚くほどの弟子たちに出会うようになるでしょう。最終的には今まで染まっていた暗やみの文化の中に光の福音の文化を持って中身から変えていくような結果を見る主人公になるでしょう。そのために必要な健康、必要な経済。必要な人材、必要な体力などは神様が加えて与えられるものなので、それこそ勝利の人生ではないでしょうか。これからのち、あなたは人を捕る漁師になる。みなさんの人生、今の状況を振り返って、そこで福音宣教とつないで考えてみてください。それら全部は福音宣教というメインジョブのための材料、サインのようなものなので、良いか悪いかの判断はありません。神様は今もターニングポイントを設けて、私たちがそこに立ってＵターンすることを願っていらっしゃいます。それが神様のクリスチャンに対する一番目の仕事です。そのために、ときには、このように魚をたくさん捕れるようにするかもしれません。でも私たちは病気が治った、急に通帳の残高が増えたとき「治った」と喜ぶだけで、イエスは本当にキリストだとそっちには行きません。ですから、お金や病気、健康の問題ではなく残りの生涯、伝道のために私をささげるべきなのだという結論に来ません。だから、神様は次からはくださいません。ターニングポイントをＵターンしたのでしょうか。弱さがあっても構いません。新しい人生を始めましょう。今までの人生を引きずらないでください。問題がそのまま残っても構いません。私たちの決断、告白です。私たちどんなに弱い者でも、それに負けないでイエスがキリストであるがゆえに神の子どもとして誇りを持って生きていきましょう。

それから、どんなに足りない者であっても伝道者としての確信を持って残りの生涯を堂々と歩いて行こうではないでしょうか。人生のターニングポイントを探しましょう。今、みなさんに神様がターニングポイントを用意していらっしゃるのに、私たちがそれをきちんと見つけていないだけかもしれません。辛いのでしょうか。何かの悩みごとがあるのでしょうか。何かの弱さを抱えているのでしょうか。ターニングポイントを迎えなさいというサインです。今までの人生を全部捨てて新しい人生を始めなさいという神様のサインです。その祝福の主人公になること、それに神様の本物の勝利のおあかしが、日々、与えられるクリスチャンになっていただきたいと思います。何も怖がらないで、躊躇しないで、引っかからないで、後ろめたさなど持たないで神様が設けられた新しい人生、人を捕る最高の人生、その前方だけを見て進んで行くようにしましょう。

〈お祈り〉

愛する天の父なる神様、ありがとうございます。キリストであるイエスが私たちのために十字架にかけられ、よみがえられ今、私とともにおられることを感謝いたします。そのイエスがキリストであることを発見できるように聖霊様が働いてください。それで何もかも全部片づけてイエスの前にひれふす時を与えてください。神様から今までの人生を片づけ、本当に新しい人生、人を捕る伝道者の人生、その人生を歩み出すことができるように、スタートできるようにターニングポイントを私たちに与えてください。感謝してイエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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